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南アフリカ：ラマポーザ大統領が再選〜中

道政党を巻き込んだ連立政権の発足へ 

 

6 月 14 日の議会招集までの経緯 

南アフリカでは 5 月 29 日に総選挙が行われ、与党・アフリカ民族会議（ANC、

中道左派）の得票率は 40.2％に留まり、議席数は下院 400 議席中の 159 議席

と過半数を割り込んだ（図表 1、2）。ANC が 1994 年のアパルトヘイト廃止・民主

化選挙以降、初めて単独での過半数を失ったことで、政権樹立のための連立

交渉が行われている。 

6 月 5 日には ANC の広報担当が同党の政党を巻き込んだ挙国一致内閣を検

討していると明らかにしている。急進左派の経済的解放の闘士（EFF）や、汚職

問題や政治的対立で ANC から除名処分を受けたズマ元大統領が設立した国

民の槍（MK）が政権運営に関与するのではないかという警戒感から、ランドが

対ドルで +1％強下落する場面もあった。しかし、EFF、MK の両党はそれぞれ

連立の条件で折り合いがつかず、挙国一致内閣への参加を拒否したと報じら

れている。 

その後、ビジネス寄りの中道政党である民主同盟（DA）、さらには伝統的なズー

ルー（南アフリカの最大部族）の政党であり、比較的穏健なインカタ自由党

（IFP）が挙国一致政権への参加に前向きと報じられたこともあり、ランドは一転

して反発している。6 月 10 日～14 日の 1 週間のランドの対ドル上昇率は+2.8％

に達した。 
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6 月 14 日の下院における大統領の選任投票でラマポーザ大統領の再選決定 

6 月 14 日には改選後の議会が初めて召集され、大統領選任の投票が実施さ

れた。南アの大統領は国民の直接投票で選ばれるのではなく、下院議員の過

半数の投票で選任される。ANC、DA、IFP の 3 党が賛成にまわる形で現職のラ

マポーザ大統領が再選されている。3 党（ANC+DA+IFP）の議席数は 263 と下

院総議席数の 400 の半数を優に上回る。 

また、大統領の選任投票では小政党の 20 票を加えた 283 の議員がラマポーザ

大統領の再選を支持した。対抗馬として立候補していた急進左派の経済的解

放の闘士（EFF）の党首、ジュリウス・マレマ氏の得票は 44 に留まっている。汚職

問題や政治的対立で ANC から除名処分を受けたズマ元大統領が設立した国

民の槍（MK）の議員らは総選挙に不正があったと主張しており、大統領の選任

投票をボイコットした。 

今後の注目点 

また、インカタ自由党（IFP）との連立を予想する向きもある。IFP は南アの最大

部族ズールーを基盤とする政党であり、インカタはズールー語で「民族文化復
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図表 1：与党 ANC の得票率  図表 2：2024 年下院選挙結果 

 

 

 

出所：南アフリカ選挙管理委員会、みずほ銀行  出所：南アフリカ選挙委員会、みずほ銀行 
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（％） 得票率 議席数
（％） （全400議席）

ANC 40.2 159
DA 21.8 87
MK 14.6 58
EFF 9.5 39
IFP 3.9 17
PA 2.1 9
VF Plus 1.4 6
ActionSA 1.2 6

興」の意味を持つ。IFP は 1994 年のアパルトヘイト体制終結後初の総選挙では

得票率 10.54%、400 議席中 43 議席を獲得して第三党となり、ANC、国民党と

共に故マンデラ氏の国民連立政権に加わった。ただ、世論調査における IFP の

支持率は 3～4％程度であり、IFP との連立は、AKP が議席過半数に僅差で届

かなかった場合のみに限定されそうだ。 

今後、ラマポーザ大統領は 19 日に行われる就任式で宣誓を行う予定であり、

数日中に新政権を発表する見通しである。組閣に向けた協議が続いており、内

閣には挙国一致政権のメンバーが含まれる見込みだ。また、挙国一致政権に

参加する各党は新政権の政策優先事項をより詳細に策定する全国州評議会を

実施し、各政党間で意見のすり合わせのための週次の会議が開かれるようにな

る模様である。ANC が議席単独過半数を持っていた時と比較して意思決定の

スピードは遅くなると見られるものの、30 年にわたる ANC の長期単独政権で汚

職、停電の頻発、暴力事件の増加、財政悪化といった諸問題に見舞われてい

たことを考慮すれば、諸政党の政権参加によって南アの政策運営が良い方向

に向かうのではないかと期待される。DA の政権入りが正式に実現し、財政健全

化、ビジネス環境整備、投資拡大といった政策の優先順位が高まれば、ランド

相場にも一段と上昇圧力がかかると見られる。また、世界的に民主主義の退潮

が懸念されるなかで、南アフリカで平和的に選挙が実施され、30 年間独占的に

政権を維持してきた与党 ANC に対し、政策の修正を求める民意が示されたこ

とは、同国での民主主義の成熟を示すものとして国際的にも評価されている。

また、ANC が潔く負けを認め、他の政党に政権参加を呼び掛ける形で連立政

権が樹立されようとしている点も前向きな展開であろう。今後の連立政権の政策

運営次第では、南アに対する企業や投資家の姿勢が好転する可能性がある。 


